
（参考）広域発生事例（疑いを含む）の段階における情報共有の流れ

複数の都道府県等において広域的な腸管出血性大腸菌感染症・食中毒が発生した場合に、被害拡
大の防止等のため、事案の早期探知、関係部門間の連携が迅速に図れるよう情報共有を強化する。

・MLVA検査結果報告
（別添２を添付）

・MLVA検査依頼
（別添１を添付）

MLVA型報告
（1回／週）

保健所

感染症担当

食品衛生担当

都道府県等本庁
(感染症、食品衛生担当)

【共有情報】食品保健総合情報処理システムに掲載
○一時的なMLVA型結果（1日1回目安）

・自治体名、検査結果（MLVA型等）、NESID ID 別添3
・喫食情報、患者情報等 別添4-1,2

○全国の解析結果（週1回）

厚生労働省（本省）

国立感染症研究所
感染症疫学センター

・システム閲覧
・解析結果の還元等

・システム閲覧（同一MLVA型探知）
・調査状況報告（別添4-1,2）
・報道資料の情報共有等

届出
/報告

MLVA検査を依頼

他の
自治体

NESID IDによ
る調査状況の
問い合
わせ等

・一時的なMLVA型結果
（1日1回を目安）
・全国の解析結果を報告

（1回／週）

地方衛生研究所等の検査施設

国立感染症研究所
細菌第一部

国立医
薬品食
品衛生
研究所

MLVA検査結果報告

結果
報告

地方厚生局

・派遣依頼
・会議開催等の
協力依頼

（食品等検体）（患者検体等）

共通調査票等を
活用し調査を実
施（別添5等）

医
師
等

・NESID情報等踏まえた疫学解析
・必要に応じた都道府県等への協力

検査
依頼

・システム閲覧（同一MLVA型探知）
・調査状況報告（別添4）
・報道資料の情報共有等

・平時から食中毒発生状況等の情報収集

食品監視安全課 結核感染症課


